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１．2025年３月期第３四半期の業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 7,402 0.3 579 △9.1 643 △6.7 447 △7.2
2024年３月期第３四半期 7,378 △7.5 637 △26.7 690 △25.4 482 △24.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 37.42 ―
2024年３月期第３四半期 40.35 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 17,121 13,105 76.5 1,096.94
2024年３月期 17,191 13,073 76.0 1,095.31

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 13,105百万円 2024年３月期 13,073百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 11.00 ― 13.00 24.00
2025年３月期 ― 10.00 ―
2025年３月期(予想) 11.00 21.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 △2.3 700 △23.8 750 △24.4 530 △24.5 44.36

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 12,135,695株 2024年３月期 12,135,695株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 188,972株 2024年３月期 200,456株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 11,942,917株 2024年３月期３Ｑ 11,935,425株

（注）期末自己株式数には「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」が保有する当社株式（2025年３月期３Ｑ

144,438株、2024年３月期156,000株）が含まれております。また、「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」が

保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2025年３月期３Ｑ148,292

株、2024年３月期３Ｑ69,333株）。

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「1．当四半期決算に関する

定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、引き続き訪日観光客の増加などを背景に、個人消費の復調など総

じて景気は緩やかに回復傾向にありました。一方、物価上昇や人手不足等に起因する賃金は、来年度以降も上昇傾

向にあり、また年明けの米国トランプ大統領就任に伴う様々な政策の影響が見込まれる中、米中関係における当社

の主力販売先である電子部品業界への影響も考えられ、需給環境が再び鈍化する可能性もあり、予断を許さない状

況でもあります。

このような状況の中、当社事業全体の売上高は前年同期比0.3％増収の7,401,525千円となりました。損益面につ

きましては、営業利益は前年同期比9.1％減の578,640千円、経常利益は前年同期比6.7％減の643,468千円、四半期

純利益は前年同期比7.2％減の446,924千円となりました。事業別の状況としてセラミックス事業は、当社主力販売

先である電子部品業界の市況低迷が続いており、売上高は前年同期比横ばいの5,465,624千円となりました。利益面

については、原材料の高止まりが続いており、また受注減により工場稼働率が低下したことで、売上原価率が前年

同期比1.8ポイント増加する結果となり、セグメント利益は前年同期比12.6％減の460,217千円となりました。一方、

エンジニアリング事業につきましては、自動車・重機関連等の設備投資については活況が続いており、好調に推移

しました結果、売上高は前年同期比1.3％増の1,935,900千円となりました。セグメント利益については、利益率の

高い加熱装置の売上高を伸ばしたことで、前年同期比7.1％増の118,422千円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期会計期間末の財政状態につきましては、総資産は前期末比0.4％減の17,120,594千円となりました。

内訳として流動資産が前期末比0.6％増の10,140,926千円となり、主に棚卸資産が前期末比13.5％増の3,309,735千

円となったことによるものであります。また、固定資産は前期末比1.8％減の6,979,668千円となり、主に時価の下

落により投資有価証券が減少したことによるものであります。

負債は、前期末比2.5％減の4,015,740千円となりました。内訳としては流動負債が前期末比1.9％増の3,364,189

千円、固定負債が前期末比20.3％減の651,551千円となりました。流動負債の主な増加要因は買掛金の増加であり、

固定負債の主な減少要因は長期借入金の返済によるものであります。

また、純資産は前期末比0.2％増の13,104,853千円となりました。内訳としては株主資本が前期末比1.4％増の

12,420,970千円となり、主に利益剰余金が前期末比1.7％増の9,955,636千円であり、これは繰越利益剰余金の増加

によるものであります。また、評価・換算差額等は前期末比17.3％減の683,883千円となり、これは投資有価証券の

時価の下落によりその他有価証券評価差額金が減少したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想については、2024年11月1日の「第２四半期（中間期）業績予想値と実績値との差異および通期業績予想

の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,384,604 3,382,710

受取手形及び売掛金 2,767,135 2,450,072

電子記録債権 991,150 970,329

商品及び製品 844,147 1,024,273

仕掛品 1,567,034 1,787,778

原材料及び貯蔵品 503,891 497,683

その他 25,510 28,078

流動資産合計 10,083,474 10,140,926

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,365,361 2,396,670

機械及び装置（純額） 1,155,870 1,161,067

その他（純額） 1,141,747 1,199,524

有形固定資産合計 4,662,980 4,757,262

無形固定資産 101,657 84,301

投資その他の資産

投資有価証券 2,186,755 1,995,975

その他 155,849 142,128

投資その他の資産合計 2,342,604 2,138,104

固定資産合計 7,107,242 6,979,668

資産合計 17,190,716 17,120,594

負債の部

流動負債

電子記録債務 481,083 452,305

買掛金 1,156,850 1,557,990

短期借入金 400,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 214,392 214,392

営業外電子記録債務 172,332 133,236

未払金 432,820 365,934

賞与引当金 249,300 108,855

役員賞与引当金 29,651 22,238

役員株式給付引当金 5,101 3,249

その他 158,987 105,988

流動負債合計 3,300,519 3,364,189

固定負債

長期借入金 320,844 160,050

役員株式給付引当金 2,186 4,192

資産除去債務 61,122 61,172

繰延税金負債 265,168 267,680

その他 168,067 158,456

固定負債合計 817,388 651,551

負債合計 4,117,908 4,015,740
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,320,740 1,320,740

資本剰余金 1,251,363 1,251,363

利益剰余金 9,786,809 9,955,636

自己株式 △113,712 △106,770

株主資本合計 12,245,201 12,420,970

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 827,606 683,883

評価・換算差額等合計 827,606 683,883

純資産合計 13,072,807 13,104,853

負債純資産合計 17,190,716 17,120,594
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 7,377,901 7,401,525

売上原価 5,661,972 5,792,281

売上総利益 1,715,928 1,609,244

販売費及び一般管理費 1,079,011 1,030,603

営業利益 636,916 578,640

営業外収益

受取利息 630 676

受取配当金 48,790 59,648

その他 13,480 14,599

営業外収益合計 62,901 74,924

営業外費用

支払利息 4,796 4,989

コミットメントフィー 5,056 5,056

その他 81 50

営業外費用合計 9,934 10,096

経常利益 689,883 643,468

特別損失

固定資産廃棄損 2,571 975

特別損失合計 2,571 975

税引前四半期純利益 687,311 642,492

法人税、住民税及び事業税 135,000 146,000

法人税等調整額 70,698 49,567

法人税等合計 205,698 195,567

四半期純利益 481,613 446,924



株式会社ニッカトー(5367) 2025年３月期 第３四半期決算短信

6

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

前第３四半期累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス事業
エンジニアリング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 5,466,360 1,911,540 7,377,901 7,377,901

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 5,466,360 1,911,540 7,377,901 7,377,901

セグメント利益 526,298 110,617 636,916 636,916

（注） セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

当第３四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス事業
エンジニアリング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 5,465,624 1,935,900 7,401,525 7,401,525

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 5,465,624 1,935,900 7,401,525 7,401,525

セグメント利益 460,217 118,422 578,640 578,640

（注） セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

前第３四半期累計期間

(自 2023年４月１日

至 2023年12月31日)

当第３四半期累計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年12月31日)

減価償却費 445,854千円 478,917千円
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月３日

株式会社ニッカトー

取締役会 御中

清稜監査法人

大阪事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 小 田 利 昭

指定社員
業務執行社員

公認会計士 夘 野 貴 志

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ニッカトーの2024年４月１日から2025年

３月31日までの第155期事業年度の第３四半期会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期累

計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損

益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断

している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬によ

る重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に

定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する

会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠し

て作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又

は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認

められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場

合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


